
「第 3 次舞鶴市教育振興大綱（R5.8 案）」に関する意見募集の結果について 

 

◆処理区分   

Ａ 意見を踏まえ、案等の修正等を行うもの 0 件 

Ｂ 意見を踏まえ、その趣旨を今後の施策に反映させていくもの 0 件 

Ｃ 意見の趣旨が既に案等に盛り込まれているもの 0 件 

Ｄ 意見に対する市の考え方を説明し、ご理解いただくもの 6 件 

  

意 見 の 概 要 
処理 

区分 
意見に対する市の考え方 

1 タブレット端末の持ち帰りを選択制にし、提出物も 

データか紙かを選択できるようにしてほしい。 

Ｄ 

 タブレット端末は、児童生徒が活用し、より多くの考え

を共有し考察することで、主体的に学び合い深め合うこと

を支える重要なツールであると考えております。 

 タブレット端末の持ち帰りは、子どもたちが家庭でも主

体的に自分の課題に向かって取り組めるよう、行っている

ところですが、個別の利用については、内容によっては選

択できる場合もありますので、学校にご相談ください。 

子どもが、持ち帰ったタブレット端末を学習以外に 

使用しているため、親としては学校のみでタブレット端

末を使用してほしい。 

2  給食か弁当持参かを選択できるようにしてほしい。 

Ｄ 

 成長期にある児童生徒の心身の健全な育成のため、栄養

バランスのとれた食事の提供はもちろんのこと、学校教育

の一環として食育を効果的に進める観点からも、学校給食

が果たす役割は重要であると考えており、ご理解をお願い

します。 

 現在もアレルギーのため弁当の持参もできるが、全員

が給食でなくてもいいのではないか。そもそも、中学校

では、給食が始まる以前の昼食は、弁当等の持参や学校

でパンを注文できるなど自由があった。 

3  通学する学校を選択できるようにしてほしい。 

Ｄ 

 教育委員会では、学校毎に通学区域を設定し、学校教育

法施行令の規定により、就学予定者の就学すべき小学校又

は中学校を指定しております。 

特別な事情がある場合で教育委員会が必要と認めると

きは、就学すべき小学校又は中学校を変更することができ

ますので、教育委員会にご相談ください。 

 自宅から距離の近い学校があっても指定された学校に

通学しなければならない。 

 全域が無理なら、通学する学校を選択できる地域を作

ってほしい。 



4  集団登校か保護者が送り届けるかを選択できるように

してほしい。 

Ｄ 

 集団で登校することで、防犯の観点から安全が確保しや

すくなることや、登校班に様々な学年の子どもがいること

で、人と関わる力を育むことが期待できることなどから、

本市の小学校では、基本的に集団登校を実施しておりま

す。 

 また、子どもたちの登校については、地域の方の見守り

活動等のご支援やご協力をいただきながら、学校において

も交通ルールの指導を徹底するなど、子どもたちが安全に

登校できるよう取り組んでおります。 

 ただし、事情により集団登校以外を希望される場合は、

学校にご相談いただくことは可能です。 

 集団登校している子どものマナーが悪い。子どもが子

どもを引率することは危険だと目の当たりにしてから、

登校班か保護者が送り届けるか選択できるようになれば

よいと思っている。 

5  子どもが参加する授業について 

Ｄ 

学校においては、これまでから、自分で考え、意見交換

をして、学びを深めるという主体的・対話的で深い学びの

実現を目指し、授業づくりの研修にも取り組んでおりま

す。 

子どもたちが、学び合い、深め合うなかで、他者と向き

合い、自分と同じ考えや異なる考えと出会い、様々な考え

方があることに気付き、より思考を深めることができるよ

う、今後も子どもたちの学びを育むための取組をより一層

進めてまいります。 

 今の授業は、先生が黒板に書いて一方的に書いている

だけで、質問の時間もほぼ無いようである。 

 特に道徳の時間は「イジメはいけない」としか言わな

い。大勢に流されることなく、良いことも悪いことも意

見をぶつけあえる場が学校にあるとよい。 

6  下校時刻を早くしてほしい。 

Ｄ 

学校の授業時間数は、文部科学省の学習指導要領におい

て定められた学年毎の標準授業時間数を確保することが

必要です。また、掃除については、勤労・奉仕の精神、責

任感の育成など、子どもたちにとって教育的意義が大きい

ことから実施しております。 

下校時刻については、これらのことを踏まえ、各校にお

いて定めております。 

 15 時 45 分下校は遅すぎる。運動や読書など様々なこ

とが出来るよう、せめて、15 時には下校し自由時間を与

えたい。掃除も、子どもたちはいい加減にしかしないた

め校内は常に汚いので、業者に委託すれば、下校時間を

早くすることもできる。下校時刻が 13 時になってもよい

と思っている。 

 


